
堂平周辺での「樅の⽊へのネット巻き」 参加者募集
＜共催＞ 丹沢の緑を育む集い実⾏委員会

堂平周辺の⽊々のシカによる⾷害を守るためウラジロモミなどの根本にネットを巻いています。

今回は主にネットの補修作業を⾏います。急傾斜の作業になるので、⼭歩きに慣れた⽅が向いています。

多くのボラネット会員団体の参加をお待ちしています。⼀度、秋の堂平にいらっしゃいませんか。

期⽇： 9⽉26⽇（⼟曜⽇）⾬天順延

定員： 50名（申込み先着順）

集合： ⼩⽥急線秦野駅南⼝ 7時45分集合 16時秦野駅解散（予定）
なお、駅から現地（堂平）まで、専⽤バスで往復します

⽤意： ⽇帰りの⼭歩きの準備（軍⼿は必携、昼⾷・⽔筒・⾬具も忘れずに）

申込み： 各団体単位で⽒名・連絡先を記して、下記までお申込みください。

申込み締切： 9⽉7⽇（⽉曜⽇）

問合せ・申込み先： 事務局 ⼤⽊

今後の世話⼈会開催⽇
9⽉3⽇（⽊曜⽇） 18時30分〜
海⽼名市海⽼名サポートセンター

12⽉3⽇（⽊曜⽇） 18時30分〜
海⽼名市海⽼名サポートセンター

3⽉4⽇（⽊曜⽇） 18時30分〜
海⽼名市海⽼名サポートセンター
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お問合せ・連絡先（協働編集事務局）
神奈川県⾃然環境保全センター
⾃然保護課 ⼤⽊伸⼀

〒243-0121 厚⽊市七沢657
電話：046－248-6682
ファックス：046-248-2560
問い合わせフォーム

＜⽡版8⽉号は休刊します＞

丹沢ボラネット 2009年度 市⺠公開の⾏事⼀覧
スケジュールは随時追加します

表：丹沢ボラネット 2009年度 市⺠公開の⾏事⼀覧

期⽇ ⾏事名 定員 主催団体等
申込み先

5⽉
6⽉
7⽉

終了

8⽉

8⽉9⽇
（⽇曜
⽇）

七沢森林公園セラピーウォーク かながわフィールドスタッフクラブ

8⽉30⽇
（⽇曜
⽇）

ヤマビルシンポジウム ボラネット事務局
電話 046-248-6682

9⽉

9⽉13⽇
（⽇曜
⽇）

七沢森林公園セラピーウォーク かながわフィールドスタッフクラブ

9⽉19⽇
（⼟曜
⽇）

フィールドスタッフ体験教室 ⾃然観
察会の企画・運営 30⼈ かながわフィールドスタッフクラブ

9⽉20⽇
（⽇曜
⽇）

広河原植林活動 北丹沢⼭岳センター
電話 042-687-4011

9⽉26⽇
（⼟曜
⽇）

モミの⽊へのネット巻き 50⼈ ボラネット事務局
電話 046-248-6682

10
⽉

10⽉3⽇
（⼟曜
⽇）

⽔源の森を歩く・鷹落場 20⼈ 丹沢⾃然保護協会

10⽉11
⽇
（⽇曜
⽇）

七沢森林公園セラピーウォーク かながわフィールドスタッフクラブ

10⽉24
⽇
（⼟曜
⽇）

三の塔の植樹 200
⼈

丹沢⾃然保護協会
電話 0463-75-3272

10⽉25
⽇
（⽇曜
⽇）

遠⾜観察会 伊勢原仁ヶ久保林道 50⼈ かながわフィールドスタッフクラブ

七沢森林公園セラピーウォーク かながわフィールドスタッフクラブ
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神奈川県

このページの所管所属は ⾃然環境保全センター です。

11
⽉

11⽉8⽇
（⽇曜
⽇）

11⽉21
⽇
（⼟曜
⽇）

フィールドスタッフ体験教室 ⾃然観
察の基礎 30⼈ かながわフィールドスタッフクラブ

11⽉22
⽇
（⽇曜
⽇）

遠⾜観察会 煤ヶ⾕ ⾕太郎川 50⼈ かながわフィールドスタッフクラブ

11⽉29
⽇
（⽇曜
⽇）

広河原植林活動 北丹沢⼭岳センター
電話 042-687-4011

毎⽉
第4⼟曜
⽇
13時〜

ミニ観察会：七沢・⾃然環境保全セン
ター

かながわフィールドスタッフクラブ
当⽇会場に直接、左記以外にも開催してい
ます。要問合せ。

各団体の⾏事が決まりましたら事務局までおしらせください。

NPO法⼈ 神奈川県⾃然保護協会 公開勉強会

⽇時： 8⽉7⽇（⾦曜⽇） 18時30分から

会場： 横浜市開港記念会館

テーマ： 箱根の⾃然は今（仮）

基調講演： ⽯原⿓雄（箱根町⽴森のふれあい館館⻑）

基調講演を基に、箱根・県⻄部の保全について環境省や神奈川県の考えや対策を聞きます。丹沢の⾃然再⽣ は始まりました
が、神奈川県のもう⼀つのブナ帯を含む貴重な⾃然、箱根はどうなっているのでしょうか。参加希望者は当⽇直接会場へ。

丹沢ボラネット⽡版7⽉号
2009年7⽉20⽇発⾏
丹沢⼤⼭ボランティアネットワーク（世話⼈代表 奥津昌哉）
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